花の重さ
　
　
龍之介＃３２
　
　
　コツ、コツ、と、革靴が石畳を叩く。
　晴れた空は心地よく、雲は穏やかにその中を漂っている。時折吹き抜ける風は爽やかな春の香気をまとい、彼女の頬を撫でる。
　まだ幼さの残る身体を包む、紺を基調とした衣服には華美な装飾は施されていないが、生地や仕立ての良さ、まとう者自身の気品によって上品な印象を与えている。その服に唯一の彩りを与えるかのような金色は、彼女の髪である。腰まで伸びた二房の黄金色が、歩くのに合わせて揺れている。
　上空高く、鳥の声が響く。つられて、彼女が天を仰ぐ。声が彼方へと去っていっても、その目は雲の先を見つめたまま動かない。
　太陽に雲がかかり、風景が微かに陰る。彼女は再度革靴を前に出す。一際強い風が吹き抜け、花の香りをまといながら金髪を舞い上がらせる。その髪を押さえる手を、彼女は持っていない。今その両手は、一抱えの花束を抱いている。
　コツ、コツ、と、一歩ずつ、リシア・ド・ノーヴァス・ユーリィは一人歩いていた。
　
　

　
　
（このように外を一人で歩く日が来ようとはな……）
　リシアは立ち止まり、感慨深げに周りを見渡す。お付きの者も、護衛も、どこにも誰もいない。
（……これが平民か。身軽なものだ）
　ノーヴァス・アイテルが地上へと落ちたその前後の混乱で、国の体制は大きく変わった。リシアも、今や王ではない。
（ヴァリアス……）
　花束を抱え直し、その重さを今一度確かめる。
（お前は……）
　かつての女王は、彼が命を落とした場所、その時にこの都市が浮いていた遙かな上空を見上げる。
（何の為に……死んだんだろうな）
　
　
　一年前。近衛騎士団長、ヴァリアス・メイスナーは政変の最中さなか、ガウとの一騎打ちの末、散った。彼があそこでガウを討ったからこそ、ルキウスによる武力蜂起は成功し、リシアは王となることができた。だが、貴い犠牲の末に勝ち取ったリシアとルキウスの治世も数週間と持たず、むしろ政変がきっかけとなったかのように都市は不安定さを増した。
　やがて起こった暴動、反乱。そしてノーヴァス・アイテルは大地へと墜ちた。
　
　一歩ずつ、小さな歩幅でリシアは目的の場所へと歩みを進める。
（命を賭けて……私を王にしてくれたというのにな……）
　反乱軍に王城まで攻め込まれた際、リシアはノーヴァス・アイテルの王として降伏を宣言した。システィナの乱入、その後の混乱によってうやむやになってしまったが、その事実は変わらないと、沈静化後、改めてリシアは文書にて反乱軍へ降伏。王の座から退いた。
　その後、反乱軍の指導者であるジークが中心となり、王制、貴族制度は撤廃。合議制国家を目指し、今現在も改革が進んでいる。リシアもその求心力、旧貴族達からの人望もあり、正当な選挙を行うまでの仮という立場ながら、今もなお政治の中枢にいる。だが、以前のような特権階級ではなく、外を出歩く際も、要請がなければ護衛がつくことはない。
（前は上層を少し歩くというだけで近衛騎士団に囲まれたものだが……）
　昔を思い出し、小さく苦笑する。
　その、ヴァリアスが心血を注いで鍛え上げた近衛騎士団も、王制の崩壊と共に解体された。今は法令に基づいて都市を守る警察という組織が作られ、旧羽狩りの隊員と合わせて再編されたが、王家に対して忠誠を誓っていた騎士団員の中には、剣を置くものも多かった。
　政変、反乱軍との戦闘、騎士団の解体を経た現在、あの時から今も行動を共にする団員は半分以下に減ってしまっていた。ヴァリアスが守ろうとしたものは、こうして一つ一つ無くなっていく。
　
　
　リシアの歩む道がなだらかな勾配にさしかかる。額に汗が滲む。
（本当にお前は、何の為に……）
　あの時、ヴァリアスがいなかったらどうなっていたかと考えることも度々ある。政変はならず、ギルバルトによる悪政は続いただろう。天使の力を維持するために牢獄は当たり前のように落とされ、多くの国民の命が失われていただろう。
　だが、ヴァリアスや近衛騎士団の代償の上に成り立つ現在も、結果的にヴァリアスに守られた形になったルキウスによって、暴動の鎮圧、反乱軍との戦闘、意図的な崩落が行われ、多数の人命が死に至らしめられた。
　それを思うと、何の罪もない国民が大勢死んでいったという点では、結果は変わらなかったのではないかという思いも、リシアはまた抱くのであった。
　
　
　木立が、道の両脇を覆い出す。坂道も終わり、木漏れ日の中で汗が引いていく。
（それでも……）
　と、彼女は思う。彼の死は決して無意味なものではなかったとも。現に、自分は生き長らえている。そして、彼の血を継いだ子供が、この都市のどこかで生まれているはずなのだ。
（元気に暮らしているといいが……）
　混乱を収拾させる際、一連の崩落と都市の落下はギルバルトの独裁に起因するものだったと、国民には説明された。真実を全て明らかにするよりは、害が無く、信じやすい事実に責を負わせた方がいいと判断したためだ。
　だが、一つだけ懸念があった。そのギルバルトの娘で、未亡人となってしまったヴァリアスの妻のことだった。主人亡き後、身重の身で家を守っていたが、諸悪の根源とされた執政公の娘だということからの迫害を避けるため、リシアの配慮で、身分を隠し旧下層地区の片隅に居を移した。彼女とヴァリアスの子は、そこで数ヶ月前に産声を上げているはずである。
（折を見てこっそり会いに行けるといいのだが）
　リシアは小さく笑って、木立を抜ける。
　
　
　
　視界が開ける。
（……着いたか）
　旧上層の一角に、それはあった。陽光を受けて輝く磨き上げられた石が、整然と並んでいる。都市が空中にあった時に作られた、上層民のための墓地だ。貴族や、それに仕えた者達が多く眠っている。
　その片隅に、控えめに立つ質素な墓石がある。刻まれている名は、ヴァリアス・メイスナー。王家に忠誠を誓い、王とその城を守り、常に厳しく職務に当たっていた、ノーヴァス・アイテル最後の近衛騎士団長。
　リシアは、持っていた花束をその墓前に供え、静かに目をつぶり、手を合わせる。
　
　彼女のそれを置く隙間がないほど、彼の墓前は花束で溢れていた。
　
平成二十三年九月四日
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